
合 計 146円 合 計 165円

受水費　　　　41円

減価償却費　38円

職員費　　　18円

修繕費　　　12円

支払利息　9円
（水道施設をつくるために
借り入れたお金の利息）

動力費　　4円
（浄水場などを運転するための電気代） 

薬品費　　1円
（浄水処理をするための薬品代） 

その他支出（委託費等）23円

（神奈川県内広域水道企業団
から浄水処理をした水を買う費用）

（長期利用する施設の１年毎
の価値の減少分を費用化したもの）

（水道施設等の修理費）

水道料金　　142円
（お客さまからいただいた
水道料金収入）

水道利用加入金　6円
（お客さまの水道管の新設や
増径時にいただいた収入）その他収入　　17円

22
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カッ
ピーの

 へえ、
そうなんだ！

　上の写真の大きなタンクは相模湖から浄水場に送られ
てきた原水に粉末活性炭を注入する設備で、平成22年に
完成しました。建物の高さは4階建てのオフィスビルや奈
良の大仏よりも大きい16メートルもあり、タンクは２つで
25トンの粉末活性炭を貯蔵することができます。
　相模湖でアオコによるかび臭や大雨の影響による泥の
臭い等が発生した時には迅速に対応できるよういつでも
備えています。

※家庭用の冷蔵庫脱臭剤は200gとして計算。

より安全でおいし
い水道水にするた
めに日々、水質向上
に努めています！

水道水をつくり、ご家庭にお届けするための
経費とその財源

水道施設をつくるために要する
経費とその財源

平成28年度決算のご報告
平成28年度の収支状況は、水道料金収入が減収となりましたが、
企業債残高の減少に努めるなどの様々なコスト削減を行った結果、黒字を確保することができました。

 収益的収入
558億1千万円（前年度比99.6％）
収入の大部分を占める水道料金収入が
減収となるなど、前年度と比較して約2
億4,470万円の減少となりました。

 資本的収入
112億3千万円（前年度比110.2％）

地震等の災害対策や老朽管の更新等の
事業を実施するにあたり、財源として企
業債の借入などを行いました。

 収益的支出
490億4千万円（前年度比94.6％）

神奈川県内広域水道企業団へ支払う受
水費の改定による支出の減少や、企業
債残高の減少により支払利息が減少し
たことから、前年度と比較して約27億
8,442万円の減少となりました。

 資本的支出
271億円（前年度比98.0％）

「災害に強い水道づくり」や「より安全
でおいしい水の供給」に向けて、老朽
管の更新や、水道管の耐震化を進めま
した。

収益的収支

参 考 参 考

資本的収支
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。
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の
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水道水１㎥に係る費用の内訳 水道水１㎥あたりの収入の内訳

※ 額はすべて税抜き ※ 額はすべて税抜き

受水費 137億7千万円
（神奈川県内広域水道企業団から
浄水処理をした水を買う費用）

減価償却費 126億9千万円
（長期利用する施設の1年毎の
価値の減少分を費用化したもの）

職員費 61億円
修繕費 40億7千万円
（水道施設等の修理費） 

支払利息
29億9千万円
（水道施設をつくるため
に借り入れたお金の利息）

動力費 13億5千万円
（浄水場などを運転する
ための電気代） 

薬品費 3億4千万円
（浄水処理をするための薬品代） 

その他支出（委託費等） 77億3千万円 当年度純利益 67億7千万円

その他収入
58億6千万円

水道利用加入金
19億2千万円

（お客さまの水道管の新設や
増径時にいただいた収入）

水道料金
480億3千万円

（お客さまからいただいた
水道料金収入）

建設改良費 149億1千万円
（水道施設を建設したり、老朽化した
施設を更新するための経費）

企業債償還金等 121億9千万円
（水道施設をつくるために借り入れた
お金の元金を返済する経費等）

企業債等　110億円
（企業債などの借入金）

固定資産売却代等
2億3千万円

（固定資産の売却など
による収入）

補塡財源 158億7千万円
（現金支出を伴わない

減価償却費などによる内部留保資金等で補塡）

支出
490億
4千万円

収入
558億
1千万円

収入
112億
3千万円支出

271
億円

受水費 137億7千万円
（神奈川県内広域水道企業団から
浄水処理をした水を買う費用）

減価償却費 126億9千万円
（長期利用する施設の1年毎の
価値の減少分を費用化したもの）

職員費 61億円
修繕費 40億7千万円
（水道施設等の修理費） 

支払利息
29億9千万円
（水道施設をつくるため
に借り入れたお金の利息）

動力費 13億5千万円
（浄水場などを運転する
ための電気代） 

薬品費 3億4千万円
（浄水処理をするための薬品代） 

その他支出（委託費等） 77億3千万円 当年度純利益 67億7千万円

その他収入
58億6千万円

水道利用加入金
19億2千万円

（お客さまの水道管の新設や
増径時にいただいた収入）

水道料金
480億3千万円

（お客さまからいただいた
水道料金収入）

建設改良費 149億1千万円
（水道施設を建設したり、老朽化した
施設を更新するための経費）

企業債償還金等 121億9千万円
（水道施設をつくるために借り入れた
お金の元金を返済する経費等）

企業債等　110億円
（企業債などの借入金）

固定資産売却代等
2億3千万円

（固定資産の売却など
による収入）

補塡財源 158億7千万円
（現金支出を伴わない

減価償却費などによる内部留保資金等で補塡）

支出
490億
4千万円

収入
558億
1千万円

収入
112億
3千万円支出

271
億円

※額はすべて税抜き
※下記単価は、支出決算額を
　送水量(３億3,718万余㎥)で
　除した額

※額はすべて税抜き
※下記単価は、収入決算額を
　送水量(３億3,718万余㎥)で
　除した額

▲写真：水道管を運ぶ様子（昭和初期、湘南地方）

合 計 146円 合 計 165円

受水費　　　　41円

減価償却費　38円

職員費　　　18円

修繕費　　　12円

支払利息　9円
（水道施設をつくるために
借り入れたお金の利息）

動力費　　4円
（浄水場などを運転するための電気代） 

薬品費　　1円
（浄水処理をするための薬品代） 

その他支出（委託費等）23円

（神奈川県内広域水道企業団
から浄水処理をした水を買う費用）

（長期利用する施設の１年毎
の価値の減少分を費用化したもの）

（水道施設等の修理費）

水道料金　　142円
（お客さまからいただいた
水道料金収入）

水道利用加入金　6円
（お客さまの水道管の新設や
増径時にいただいた収入）その他収入　　17円

昭和16年に布設された水道管

粉末活性炭
原水中の臭いをとりのぞく

ご家庭の冷蔵庫の脱臭剤なら、約13万個分※

浄水場で活躍しているのは、
活 性 炭だけではありませ
ん。他にも、凝集剤や塩素

という薬品があり、とても大切な役割
を果たしています。
　凝集剤は、水の濁りのもとである小
さな粒どうしをくっつけて大きな塊に
します。これを沈めて取り除くことに
より水をきれいにしています。
　塩素には、水に含まれている細菌
を消毒する効果はもちろんのこと、色

をつける鉄等を除去する働きがあり
ます。しかし、多く入れるとカルキ臭
が強くなり、水道水のおいしさを損ね
てしまいます。
　そこで、安全性を十分に保ちつつ、お
いしい水道水をお届けできるように、
注入する量を適正に調整しています。

日々のチェックが
「おいしい水」の原点です

　原水や浄水場内で採水した水を、
職員が日々検査しています。原水中
のプランクトンは数百種類に及びます
が、検査する職員はそれらの種類と数
を判別して浄水処理への影響を見極
め、活性炭や凝集剤等の注入量を決
める重要な情報のひとつとしていま
す。少雨が続いたかと思えば、台風が
続けて上陸したりと刻々と原水の水

質が変わるため、そのわずかな変化
を見逃さないように、１日に何度も検
査を行うこともあります。
　顕微鏡でプランクトンの種類と数
を確認する、この日々の積み重ねが
安全で安心な「おいしい水」を支え
ています。
　水道水のクオリティを守るため、県
営水道はこれからも自然の水と向き
あい続けます。

安心な水
おいしい水

県営水道は
日々の検査で

安全・安心な水を
お届けします。

この大きなタン
クが、何に使わ

れるかわかりますか？
（答えは、下の「カッピーの
へえ、そうなんだ！」で）

Q

プランクトンの種類に応じて複数のカウ
ンターを使い分けます。

かび臭分析装置


